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〈
第
2
部
〉
⑮

冬
で
も
冷
房
必
要

奪R

エ
ー
ザ
イ
の
筑
波
研
究
所

〈
茨
城
県
つ
く
ば
市
）
は
神

経
領
域
、
が
ん
領
域
を
中
心

と
す
る
医
薬
品
の
も
と
に
な

る
化
合
物
を
つ
く
り
だ
す
製

薬
の
上
流
工
程
を
担
う
重
要

な
研
究
拠
点
。
従
業
員
約
5

0
0人
で
、
各
フ
ロ
ア
に
は

分
析
機
器
や
デ
ー
タ
解
析
の

た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、

事震

電気；~蜜わる

3二子日Eヨ

大
型
電
源
が
並
ぶ
。
そ
れ
ら

電
子
機
器
の
放
熱
に
よ
り
フ

ロ
ア
は
冬
で
も
冷
房
が
必
要

で
、
そ
の
ま
ま
で
は
初
度
C

を
超
え
て
し
ま
う
。
二
酸
化

炭
素
〈
C
0
2
）
の
排
出
や

体
の
シ
ス
テ
ム
と
比
べ

C
0

2
の
排
出
量
は
竹
%
、

3
1

3
J削
減
さ
れ
た
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
は
都
市
ガ
ス
換

算
で
日
万
立
方
M
、
∞
何
%
と

大
幅
に
削
減
さ
れ
た
。

今
回
の
空
調
シ
ス
テ
ム
の

最
大
の
特
徴
に
つ
い
て
、
導

入
を
担
当
し
た
東
京
電
力
産

業
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ

I
シ

ョ
ン
部
の
山
ヶ
城
哲
夫
課
長

は
「
ボ
イ
ラ
な
ど
で
加
熱
し

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
と
加
湿
器

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
削
減

と
、
新
薬
創
出
の
た
め
の
研

究
・
開
発
環
境
整
備
の
両
立

を
目
指
す
同
社
。

2
0
0
8

年
に
高
効
率
の
ヒ
I
ト
ポ
ン

プ
と
気
化
式
加
湿
器
を
組
み

合
わ
せ
た
空
調
シ
ス
テ
ム
を

採
用
し
た
。

削
減
の
切
り
札

「C
0
2
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

削
減
の
切
り
札
と
思
っ
て
い

る
」
と
筑
波
研
究
所
の
管
理

責
任
者
で
あ
る
岩
本
清
部
長

は
、
導
入
に
よ
る
効
果
を
大

き
く
実
感
す
る
。
関
年
に
現

在
の
シ
ス
テ
ム
に
変
更
。
都

市
ガ
ス
を
使
っ
た
ボ
イ
ラ
主

ま
た
、
加
湿
に
は
純
水
な
ど

は
使
わ
ず
に
水
道
水
を
使
う

こ
と
で
コ
ス
ト
も
削
減
し
て

い
る
。
空
調
シ
ス
テ
ム
の
1

台
目
の
導
入
効
果
検
証
は
終

わ
り
、

2
台
目
を
導
入
し
、

検
証
に
着
手
す
る
。

エ
ー
ザ
イ
筑
波
研
究
所
は

設
立
当
初
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

導
入
で
C
0
2と

て
蒸
気
を
つ
く

り
だ
さ
な
い
こ

と
」
と
説
明
す

る。
燃
料
を
使
わ

ず
、
空
調
用
の

エ
ア
で
水
分
を

気
化
し
、
廃
熱

を
利
用
し
て
空

気
を
暖
め
た
。

新
た
に
導
入
し

た
空
調
シ
ス
テ

ム
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
コ
ス
卜
は
大

幅
に
削
減

ス
ム
ー
ズ
に
移
行

現
状
で
は
す
べ
て
の
空
調

を
今
回
の
シ
ス
テ
ム
で
カ
バ

ー
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
今
後
も
積
極
的
に
気
化

式
加
湿
を
使
っ
た
空
調
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
進
め
る
方

針
。
ー
台
目
の
導
入
に
は
半

ヱ
ネ
削
減

題
で
は
苦
労
し
た
と
い
う
。

研
究
所
の
立
地
す
る
地
域

は
、
電
力
の
規
制
に
よ
っ
て

2
0
0
o
Jサ
以
上
は
送
れ

な
か
っ
た
の
だ
。
し
か
た
な

く
一
時
は
、
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
〈
熱
電
併
給
）
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
た
。
だ
が
、

エ
ー
ザ
イ
設
備
環
境
安
全
室

の
阿
部
一
男
課
長
は
「
コ
ジ

ェ
ネ
で
は
、

C
O
2
削
減
に

は
十
分
に
貢
献
し
な
い
だ
ろ

う
」
と
考
え
て
い
た
。
し
ば

ら
く
し
て
規
制
が
緩
和
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
の

変
更
を
順
次
、
進
め
た
。
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年
か
か
っ
た
が
、
「
研
究
所

内
で
働
い
て
い
る
社
員
は
空

調
シ
ス
テ
ム
を
変
え
た
こ
と

を
感
じ
て
い
な
い
と
思
う
。

そ
れ
だ
け
ス
ム
ー
ズ
に
移
行

で
き
た
と
い
う
証
拠
だ
」
と

阿
部
課
長
は
あ
く
ま
で
9

黒

子
4

に
徹
し
て
い
る
。

延
べ
床
面
積
6
万
4
2
4

6
平
方
M
と
大
フ
ロ
ア
の
研

究
所
の
空
調
シ
ス
テ
ム
は
、

今
も
静
か
に
研
究
開
発
の
環

境
を
支
え
続
け
て
い
る
。

る。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
空

調
シ
ス
テ
ム
の
助
け
が
必

要
に
な
る
。
空
調
は
効
き

が
良
く
て
当
た
り
前
。
大

半
の
人
が
気
づ
か
な
い

が
、
環
境
負
荷
の
低
減
に

は
重
要
な
役
割
を
担
う
。

医
療
、
健
康
に
か
か
わ
る

企
業
と
し
て
い
ち
早
く
環

境
と
の
共
生
に
取
り
組
ん

で
き
た
同
社
の
意
気
込
み

が
う
か
が
え
る
。

〈
茨
城
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長
・
豊
田

国
寿
）


